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１．システム構成 

本接続例では以下のシステム構成をもとに説明しています 

 

１－１：全体構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－２：使用機器 

  ・Ethernet/IP 通信変換機 COM-ML 

  ・温度コントローラ  Z-TIO-A（２台） 

  ・オムロン PLC 

   電源ユニット CJ1W-A205R 

   CPU ユニット CJ1M-CPU13 

   Ethenet/IP ユニット CJ1W-EIP21 

  ・USB 通信変換機  COM-K 

  ・通信ケーブル（RS-232C） CJ1W-CN626 

  ・ネットワーク HUB 

  ・初期設定用パーソナルコンピュータ 

  ・LAN ケーブル（ストレート：２本） 

オムロン PLC「CJ1 シリーズ」 

Ethenet/IP ユニット 

「CJ1W-EIP21」 

温度調節計「SRZ シリーズ」

ネ ッ ト ワ ー ク

HUB 

初期設定用パソコン 

USB 通信変換機

「COM-K」 

CJ1 接続ケーブル 

「CS1W-CN626」 

IP アドレス 

192.168.1.100 

IP アドレス 

192.168.1.1 



１－３：通信条件 

通信アドレス（測定値）   

D100～D107 温度測定値（ch1～ch8） 

D108～D115 総合イベント状態（ch1～ch8） 

D116～D123 操作出力値（ch1～ch8） 

 

通信アドレス（設定値）   

D500 設定状態切換え（１で設定値書き込み） 

D501～D508 温度設定値（ch1～ch8） 

D509～D516 加熱側比例帯（ch1～ch8） 

D517～D524 加熱側積分時間（ch1～ch8） 

D525～D532 加熱側微分時間（ch1～ch8） 

 

 

２．Z-TIO の設定 

 Z-TIO のロータリースイッチを設定します

０に設定 １に設定



３．COM-ML の通信設定 

３－１：IP アドレス設定を設定します（１９２．１６８．  １．  １） 

 
 

３－２：通信項目を設定します 

 項目の選択は COM-ML 取扱説明書の通信データ一覧にある MODBUS レジスタ 

 アドレスで設定します 

 

３－３：通信データ数の設定 

 今回は 8ch 分の温度調節計を接続するので「測定項目 IN／OUT＝８」と設定します 

 ※注）ただしモニタのみの項目は設定項目 OUT の値を０に設定します 

 

COM-ML の電源を再投入すれば初期設定は完了です

温度 

測定値 

 

=508 
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操作 
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加熱側

積分 

時間 

=2908

加熱側 

微分 

時間 

=2972 

以後 

未使用 

 

=65535 



４．オムロン CJ1 の設定 

４－１：ノードアドレスの設定（設定しなくても通信は可能です） 

 Ethenet/IP ﾕﾆｯﾄ「EJ1W-EIP21」の前面にあるノードアドレスを IP アドレスの 

 一番下位の数値（100＝16 進数で 64）に合わせます 

  

 

４－２：新規プロジェクトの作成 

 CX-Prgramer を起動し「ファイル」→「新規作成」を選択して新規にプロジェクトを作成します 

    

 

 

CPU の種類を設定します

「CPU13」 

PLC と接続するポートを

選択して下さい 



４－３：IO テーブル・ユニット設定の設定 

    
通信のタブにある「ＣＪ１Ｗ－ＥＩＰ２１」を選択します 

  
 

 

I/O ﾃｰﾌﾞﾙ・ﾕﾆｯﾄ設定を 

ダブルクリックします 

CPU ラックを選択した後 

 「00 空きスロット」を 

ダブルクリックします 

CJ1W-EIP21 を選択し 

OK を押します 

ﾕﾆｯﾄ番号は０に設定し 

OK を押します 

追加された CJ1W-EIP21 を

ダブルクリックします 



ＰＣＬ側のＩＰアドレスを設定します 

 ＩＰアドレス  ：１９２．１６８．  １．１００ 

 サブネットマスク ：２５５．２５５．２５５．  ０ 

 デフォルトゲートウェイ ：  ０．  ０．  ０．  ０ 

 
 



４－４：プロジェクトの転送 

 先ほど設定したプロジェクトを PLC に転送します 

 

 

 

 

 
※ 転送が完了したら CX－Prgramer を終了してください 

CJ1 とパソコンを接続し 

PLC→オンライン接続を 

選択してパソコンと 

PLC を接続します 

オンライン接続後 

PLC → 転送 →転送[ﾊﾟｿｺﾝ→PLC]

の順番で選択します 

全て転送を選択して OK を押すと 

PLC にデータが転送されます 



５．ネットワークの設定 

５－１：EDS ファイルの編集 

 Network-configraator ではデバイス側の I/O サイズを編集できないため 

 予め EDS ファイル上で I/O サイズ設定しておく必要があります 

 ※１）EDS ファイルはメモ帳などで編集できます 

 ※２）EDS ファイル編集前にバックアップを取っておくことをお勧めします 

 

 「３－３：通信データ数の設定」で設定した値をもとに設定します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Assembly にある”Input Data”と”Output Data”に先ほど求めた数値に変更して 

 上書き保存します 

    

設定できるようになるという情報

がありましたらご連絡ください 

モニタする項目の測定項目 IN の合計値 

（測定値、総合ｲﾍﾞﾝﾄ状態、出力値の三項目×8ch） 

＝８×３＝24Word＝48byte（24Word の 2 倍） 

設定する項目の設定項目 OUT の合計値 

（設定値、P、I、D の４項目×8ch＋１） 

＝８×４＋１＝33Word＝66byte（33Word の 2 倍） 

※設定は設定許可で１ワード使用するため１を加算しています 



５－２：EDS ファイルのインストール 

 まず Network-configurator を起動します 

 

 

 

 

   

 

Network-configurator を起動したら 

EDS ﾌｧｲﾙ → ｲﾝｽﾄｰﾙを選択します 

HP などからダウンロードした 

COM-ML の EDS ファイルを選択し 

開くを選択します 

COM-ML-2 のｱｲｺﾝをｲﾝｽﾄｰﾙ 

しますか？と確認されるので 

いいえを選択します 

左側のタブに COM-ML-2 が 

表示されていれば完了です 



５－３：ネットワーク機器の設定 

CJ1W-EIP21 をドラッグしてネットワークに追加します 

 

 

 

 

 

今回使用する CJ1W-EIP21 を 

ドラッグしてネットワークに 

追加します 

続いて COM-ML-2 を 

ドラッグしてネット 

ワークに追加します 



５－４：IP アドレスの設定 

   

 

 

  

CJ1W-EIP21 を右クリックし 

ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽの変更を選択します 

４－３で設定した IP ｱﾄﾞﾚｽを 

入力し OK を押します 

COM-ML 側も同様に右クリックし

ﾉｰﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ変更を選択します 

３－１で設定した IP ｱﾄﾞﾚｽを 

入力し OK を押します 



５－５：タグの設定 

CJ1W-EIP21 をダブルクリック 

 
 

   
 

 

 

CJ1W-EIP21 を 

ダブルクリックします 

「ﾀｸﾞｾｯﾄ」と「入力-受信」のタブを 

選択し、タグ編集を選択します 

今回は測定値を D100～でモニタ 

させるのでタグ名を D100、 

サイズは５.－１で求めた Input の 

Byte 数（48)を入力します 



 

  
 

 

次に出力－送信のタブを 

選択します 
D500～を設定値として使用する 

ので今回はタグ名を D500、 

サイズは４－１で求めた Output の

Byte 数（66)を入力します 

登録後 OK を押します 

ﾀｸﾞｾｯﾄ登録の確認が表示されるので 

はいを選択します 



５－６：コネクションの設定 

 

 

 

 

コネクションのタブを 

選択します 

COM-ML を選択した 

↓を押します 

COM-ML が登録デバイス一覧に追加 

されるのでダブルクリックします 



「入力タグセット」に先ほど作成した「D100-[48Byte]」と「出力タグセット」に 

「D500-[66Byte]」を割り付けて登録を選択します 

 

 

 

 

 

続いてコネクション登録が確認されるので 

閉じるを選択します 

OK を選択するとコネクションの登録が 

完了します 



５－７：ネットワークパラメータの転送 

 

 

 

 

  

 

 

インターフェースの選択で CS/CJ1～を 

選択しておきます 

ネットワーク→接続を選択し、ノードアドレスを 

100（4-1 で設定したロータリーSW の番号） 

通信ポートをﾊﾟｿｺﾝの RS-232C にあわせて選択します 

接続するネットワークは 

既存のﾈｯﾄﾜｰｸ Ethenet/IP_1 を 

選択してください 



 

 

 

 

 

 

 

接続が完了したらﾈｯﾄﾜｰｸ→ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを 

選択します 

書き込み確認は「はい」を 

選択してください 

PLC がプログラムモード以外のときは 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾓｰﾄﾞに変更しﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞを選択します 

ダウンロードが完了したら 

動作モードを元に戻して下さい

以上でネットワークパラメータの 

ダウンロードは完了です 


